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【課題の概要】 

 応募者は、前帯状皮質(ACC)に抽象化された空間記憶を担うと

考えられる神経細胞があることを発見し、空間文脈細胞と名付

けた。本研究は ACC での空間文脈細胞の形成機構を解明し、そ

れらの細胞が長期の空間記憶の正体であるという作業仮説の検

証に挑むものである。研究方法としては、イメージング計測を

用いて神経活動を長期間にわたって可視化し、また神経活動を

操作する。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 睡眠中の海馬場所細胞のリプレー活動が収斂した ACC 細胞が

空間文脈細胞になることの証明など、記憶の固定化のメカニズ

ム解明に挑む独創的かつ先端的な研究であり、学術的な意義は

高い。実験は緻密に計画され、予備データも充実しており、こ

れまでの研究実績からも、研究期間内で目標とする成果を上げ

ることが期待できる。 

 


